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北病棟チームカンファレンス記録
平成２２年　１１月　３０日（火）
司会　中野　円香　記録　油津　裕子
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	○
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	○
	
	


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞
· 食事サービス提供管理委員会～12/10（金）15：30～4階ユーティリティーで開催し　　

ます。次回出席予定者を決めて出席して下さい。当日やむを得ず欠席する場合は、事前に栄養まで連絡して下さい。1ヶ月間の食事に対する意見・要望を取りまとめ、12/6（月）までに栄養まで内容をメールで提出して下さい。油津CWが出席します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 12月分の緊急連絡網について～電話番号に変更のある方は12/3（金）まで担当

の中村CWまで連絡して下さい。

· 各勤務帯チーフの日当直医師記録について

朝の報告を深夜勤務開けのスタッフが行っていますが、夜勤帯においての患者様変化がなかった場合において、外来並びに病棟の欄にはそれぞれ「なし」と記載するようにして下さい。オンコールの管理者も報告を受ける際には、記載漏れが無いか確認ください。

· もちつき大会～診察についたスタッフは、カロリーや食事制限のある患者様につ　　

いて、主治医に確認して下さい。餅等のカロリーを書いた表がありますので、食事で調整するのか餅を調整するのかどうか、お願いします。

＜田名部Drケースカンファ・診察＞

· 倉橋　生子様～一週間の調子について聞かれ、本人より「規則正しい生活をやっ

　　　　　　ているつもりです。周りを気にしても自分に得にならないし、

気分転換する意味で外出している」と返答されている。

　　　　　　時計についても不便さを感じているのでと話され、

12/4（土）13：00～15：00まで時計の電池交換目的にて、スタッフ付き添いで外出許可となっています。

・飯豊　信雄様～本日「疲れたからプログラムに行かない」と話すも参加出来ている事情報提供しています。主治医よりこの一週間の調子を問われると、「ロッカーが変わってからは物を盗られる事はない。今日は

　　　　　　　　は金属音もしないし､買い物も必要以上に買ってない。OTでは掛け算・引き算・たし算をやっている」と話している。

· 袴田　将志様～本人自ら「1回だけ尿失禁ありましたが、それ以外は普通でした。

　　　　　　　　手の振るえも良くなっているが呂律はまだ治らない。確認行為は少なくなったし、頭のスッキリ感もいい、北病棟になれました」と話されています。主治医より12/5（日）の事について、今後の事を具体的に相談する予定である事、方針が決まれば、施設見学もしていく予定である事説明受けると「家族の方が良い」と返答されている。

· 菊地　明子様～一週間の様子と問われると「続かないです､朝の食事を摂れない」

　　　　　　　　事返答されています。主治医より、今後八戸で生活していく中で、

単身ではなく一つの候補として、青山荘はどうかと伝えていますが、「私は団体生活がどうも、男性と女性は何人位いるのかしら」と話している。

スタッフからも、菊地さんの場合病院よりも青山荘の方が良いと思う事､一人部屋で小人数である事、静かでゆっくりと生活できる事アドバイスしている。

＜疾病教室進歩状況・検討・評価＞
・実施状況（1クール（①～⑦）終了者）19名

【基礎コース】

・木村　梅子様→病気の原因・特徴・症状・薬の副作用について、殆ど分からない。

　　　　　　　　アンケート結果、実施前、実施後も同じ15点で再実施対象となる。

・大上　なみ様→質問に対し、殆ど分からないとの回答。理解度にあわせ、ポイントを絞って繰り返し説明した。導入には意欲的だった。アンケート結果、実施前、実施後も同じ21点で再実施対象となる。

・倉橋　生子様→病識の自覚が薄く、入院に至った理由も妹に連れて来られたと話す。

　　　　　　　　説明や質問に対し、自己中心的な発言が多く、時間を要した。

　　　　　　　　アンケート結果、実施前17点、実施後15点で再実施対象となる。

　・平　勝利様・坂本　秀男様・三上　勇様・元沢　政治様・十日市　利喜様・田野端

　　忠夫様・布施　邦雄様・五日市　規様・法霊崎　恵子様・滝澤　久江様・津嶋　イチ子様・金沢　洋子様

【ステップアップコース】

　・鈴木　茂子様→理解度が高いと思われたが、病気の原因・健康的な生活をするために必要なことは何かが分からない。今後グループホームを希望し福祉サービスや年金制度に対しては理解が高い。アンケート結果、実施前21点が、実施後12点でコース終了の目安。

・小坂　君子様→質問に対し、てきぱきと答え、導入に意欲的。姉と同居し、いずれ一人暮らしとなる事自覚。分からない事は積極的に質問し解決しようとしている。来年3月退院まで、ストレスを上手く対処しながら、症状コントロール維持を図ると話す。アンケート結果、13点でコース終了の目安。

・板橋　雅勝様・菊地　明子様

・1クール終了後、実施前に行ったアンケート調査と同様の内容のアンケートを再び実施し、カンファレンスにて次の段階を検討します。

・アンケートを実施し、点数が基礎コースの場合は、７～14点の場合はステップアップコースへ、また、15点以上の場合は再実施の目安とします。

・アンケートを実施し、点数がステップアップコースの場合は、12～24点の場合は終了、また、25点以上の場合は再実施の目安とします。

・実施記録は、必ずＳＧＭに確認して頂いて下さい。

・主治医毎の対象患者様のデーターシート（アンケート、パス）を作成し保管します。作成は疾病教室担当スタッフが行います。

・1クール終了後、データをプリントアウトし主治医へ提出し確認して頂きます。

・期間内に終了できなかった方は、速やかに終えるよう努力して下さい。（13名）

次回予定　12月6日（月）
































































